
第 4 章 幼 稚 園 教 育 

 

１  幼 堆 園の現状  

  県 内 の幼稚園は 533 園 （ 平 成 17 年 5 月 項 在）、そのうち、国公立幼稚園は 103 園 で 、 私立幼稚

園の約 4 分 の 1 で あ る。就園率は 48． 4％ で 、全国平均 58． 4％ を 下回っている。  

  幼 稚 園未設置の市町村は 20 町 村 で あり、保育所に比べて設置率は低い。幼稚園教育の独自性を

考慮して、一層の進展を図る必要がある。  

２  教 育 内容の充実  

  幼 稚 園教育は、教育基本法、学校教育法及び同法律施行規則、幼稚園教育要領、教育委員会規

則などの示すところに従い、幼児の心身の発達の実情に即して、集団生活の中で幼児一人一人の

望ましい成長を助け、人間形成の基礎を培うことを目的としている。そのため、幼稚園訪問や研

修会の場を通して教育内容の充実に努めた。  

(1)新 規 採 用教員研修  

教 育 公務員特例法の規定に基づき、講義、演習、実習、実技を内容として園内・園外研修をそ

れぞれ 10 日 間 、公私立別に実施した。名古屋市以外の公立の該当者は 37 人 、私 立の該当者は 417

人 （ 内 名古屋市 143 人 ）。  

(2)10 年 経 験者研修  

教 職 経験１０年経過の全教員を対象に、経験に即した体系的な研修の一環として、教育上の課

題に対応し得る内容についての研修として平成 15 年 度 より始まった。愛知県総合教育センターに

おいて講義・協議・演習等による研修を  5 日 間 、 社会体験研修を 1 日 、 異校種体験研修を 2 日 、

園内での研修を 7～ 10 日 行 い 、教員の資質能力の向上に努めた。  

  名 古 屋市以外の公私立幼稚園教諭 14 人 が研 修に参加した。（公立 5 人 私 立 9 人 ）  

(3)幼 稚 園 教育課程講座  

文 部 科学省と県教育委員会・県総合教育センター主催で、平成 17 年 8 月 4 日 、 10 日 に 開 催し

た。  

公 私 幼稚園・保育所の 235 人 の 参 加者が 2 つ の協議題の分科会にわかれ、幼稚園の教育課程の

編成及び実施に伴う指導上の諸問題について研究協議を行い、幼稚園等における教育の振興及び

充実を図った。（名古屋市は「幼稚園教育課程研究協議会」を開催。 188 人 が 参 加。）  

(4)保 育 技 術講座・園長等運営管理研修  

 文 部 科 学省と県教育委員会・県総合教育センター主催で、平成 17 年 8 月 2 日 、 3 日 、 5 日 の 3

日 間 に保育技術講座、平成 17 年 8 月 18 日 、22 日 の 2 日 間 に園長等運営管理研修を愛知県総合教

育センターにおいて開催した。幼児教育の専門性と教員としての資質向上を目指し、45 人 がそ れ

ぞれの研修に参加し受講した。  

３  幼 児 教育研究協議会  

  本 県 幼児教育の振興について、基本的な問題を研究協議するため、昭和 47 年 6 月 に 幼児教育研

究協議会を設置し、課題解決に取り組んでいる。平成 17 年 度 は 次のように開催した。  

(1)委 員 構 成  協 議 会・・・ 18 人 、専 門委員会・・・ 11 人  

（ 2） 開 催回数  協 議 会・・・ 2 回 、専門委員会・・・  4 回   

（ 3） 協 議題  「 幼 児期における心の教育  － 『 命』を感じる教育を考える－」  
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（ 4） 協 議内容  

  人 間 形成の原点となる幼児期において、幼児が様々な人や物と出会いの中で『命』とかかわり、

一人一人の発達にとって意味のある体験をしていくことは、幼児が豊かな心情や思いやりの気持

ちを獲得していくうえで大切なことである。そこで、次のような点から幼児期における命を感じ

る教育について考え、実効性のある方策を提言するために平成 17，18 年 度 間 で協議をし、報告書

をまとめる。  

〇 幼 児が『命』を感じるとはどのようなことか。  

〇 幼 児はどのようなときに『命』を感じ、大切にしようとする心が芽生えていくのか。  

〇 幼 児の発達のプロセスに応じた『命』を感じる指導の在り方や教育環境はどのようにあるとよ

いか。  

第 1 年 次 には、実態調査を実施した。調査結果については愛知県教育委員会義務教育課のホー

ムページで公開している。（平成 18 年 1 月 よ り）  
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